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和敬清寂［わけいせいじゃく］ 千利休の説いた茶道の心得 

お茶を飲むとき、お点前をするとき、また、お客様になったとき、お招きしたときなどに、 

「和敬清寂」ということばを思い出し、稽古に励んでいます。 

 

福岡 宗豊 （都子先生） 

裏千家教授 

 

 

・費 用：年間 ５，０００円程度 

・活動日：毎週火・木曜日 

    （休日・長期休業日は活動しない） 

・月桂樹祭（文化祭）では茶会を開催 

・希望者は許状が取得可能 

 

 

講師紹介 

活動内容 

 

「和」はお互いが仲良くすること 

 

「敬」は尊敬の敬であって、お互いが敬いあうということ 
 

「清」は、清らかであること。目に見えるだけの清らかだけでは

なく、心の中が清らかであること 

 

「寂」はどんな時にでも動じない心であるという意味です 

 


